
令和５年６月 26 日 
北九州市教育委員会 
北九州市立高等学校 

報道機関 各位 

北九州市立高等学校の授業料の徴収漏れ及び過徴収について 

 北九州市立高等学校において、下記のとおり、授業料の徴収漏れ及び過徴収が発生しました。 
 関係の皆様に多大なるご迷惑をおかけしたことにつきまして、深くお詫び申し上げます。 

記 

１ 事案の概要 

  高等学校等の授業料については、世帯の収入が一定額未満となる場合、高等学校等就学支援金（以
下「就学支援金」という。）の支給を受けることができ、公立高等学校等の授業料（全日制は 9,900 円
／月）が実質無償となります。就学支援金に申請したご家庭については、認定結果が出るまでの間、
授業料の徴収を一旦停止しますが、認定されなかった場合には停止していた期間の授業料を含めて徴
収を再開することとしています。 

  このたび、令和３・４年度の就学支援金申請時に授業料の徴収を一旦停止していた方について、適
切に徴収を再開していなかった事案と、就学支援金の対象となった後も徴収を継続していた事案があ
ることがわかりました。 

【対象者及び金額】  

徴収漏れ  21 名（全員の合計金額：752,400 円） 

（内訳） 

 徴収漏れが判明した方： 在校生の保護者      18 名（653,400 円） 
              令和４年度卒業生の保護者 ３名 （99,000 円） 

過徴収   １名（金額：89,100 円） 

 過徴収が判明した方： 令和４年度卒業生の保護者 １名 （89,100 円） 

２ 判明のきっかけ 

  令和５年度の就学支援金事務に当たり、令和４年度の書類を確認する中で、就学支援金が不認定と
なった方々について、停止期間中等の授業料を遡って徴収していなかったことが判明しました。 

  当該事案を受けて、過去５年間の授業料の徴収記録及び就学支援金の認定状況を突合させたところ、
過徴収（就学支援金の認定者から授業料を徴収していた）の事案も１件見つかりました。 

３ 発生原因 

  授業料の徴収業務と就学支援金認定状況の整理・把握を別々の職員が担当しており、それぞれのデ
ータの突合作業が適切に行われていなかったことが原因と考えています。 



４ 今後の対応 

  対象の保護者に連絡・謝罪の上、徴収漏れの方には納付を依頼し、過徴収の方には還付を行います。 

５ 再発防止策 

  就学支援金の申請を行った方の授業料について、認定結果が判明した後の突合フローの見直しを行
い、申請期間中に停止した授業料の徴収再開等の対応を適切に行うとともに、複数名の職員でチェッ
クすることを徹底いたします。 

６ 参考資料 

 （１）高等学校等就学支援金にかかるチラシ（福岡県） 

【問合せ先】 

北九州市立高等学校 

増田（副校 ）・森（事務 ） 電話 093-881-5440 
教育委員会指導企画課 

 浜崎（課 ）・篠原（係 ）  電話 093-582-2367 



参考資料


